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概 要 

平成 9年 4月国立予防衛生研究所は「国立感染症研究

所」と名称変更になり、それまでの感染症疫学部は発展

解消し「感染症情報センター（初代センター長・井上栄

博士）」が発足した。主な機能は、1)感染症サーベイラン

スデータの集計、感染症情報の収集、解析、その情報の

国民への提供、2)外国の感染症機関との情報交換、3)感

染症集団発生の疫学調査、およびそれを実行する専門家

の養成、4)感染症予防制圧戦略の研究および提言、5)不

明病原体に関する検索並びに研究、技術伝達、等である。 

平成 11年 4月に施行された感染症法では、サーベイラ

ンスシステムの強化が示されている。同法に基づいた基

本指針の中には患者発生状況サーベイランスと同様に病

原体に関する情報の収集、分析及び提供と公開も必要で

あるとされている。感染症情報センター(IDSC)は、国の

サーベイランス事業の中で中央感染症情報センターとし

て位置づけられ、地方感染症情報センターならびに都道

府県等の協力を得て、感染症法に規定された 1－5類感染

症（平成 15年 11月 1－5類に類型が変更された。それま

では 1－4類感染症）を中心にしたサーベイランスを行っ

ている。病原体情報についてはWISH Net, IDSCホーム

ページ(http://idsc.nih.go.jp/index-j.html)、病原微生物検出

情報（IASR）を中心として、疾患の発生動向については

感染症週報(IDWR: Infectious Disease Weekly Report)など

を中心として、収集された情報の迅速な還元と公開を行

っているところである。血清疫学調査としては、感染症

流行予測調査事業の中でこれを行っている。このデータ

等を基礎とし、感染症対策の重要な一角としての予防接

種のあり方についてのエビデンスを求めることも IDSC

の重要な業務である。 

感染症発生への適切な対応の一環として実地疫学の重

要性が理解されつつあるが、これにかかわる人材の育成

は感染症危機管理対策上、極めて重要である。感染研で

は業務の一つとしてこの人材教育（実施疫学調査専門家

養成コース(FETP)）が行われているが、研修実施の主体

は IDSCが行っている。 

情報センターは現在以下の 6室で分担し、業務研究を

行っている。 

第一室 （感染症対策計画室：谷口清州室長）  

国内外における感染症の流行、 集団発生・異常集積時

の疫学調査、 感染症対策のための計画立案とそのための

研究などを行っている。ことに積極的疫学調査、これに

関わる感染症実地疫学専門家の養成を行っている（Field 

Epidemiology Training Program）。院内感染対策も一室の

テーマとしている。 

 

第二室 （感染症情報室：木村幹男室長）  

地方感染症情報センターならびに都道府県等の協力を

得て国内感染症サーベイランスデータの収集・分析、 及

びその結果の還元と提供及びそのための研究を行ってい

る。感染症情報の還元、提供は、感染症週報(IDWR)、病

原微生物検出情報（IASR）、感染症発生動向調査事業年

報、感染症情報センターホームページなどによって、主

に同室の業務として行われている。  

 

第三室 （予防接種室：多屋馨子室長）  

感染症流行予測調査事業の一環として行われている血

清疫学調査の立案と実施、現行予防接種の効果と副反応

に関するモニタリング、 これらの結果の公表と広く一般

への情報提供、 予防接種対象疾患の感染症として人に与

える影響（disease burden）に関する調査研究、及び今後

の我が国における予防接種の有用性に関する総合的研究

を行っている。また感染症研究所業務として行われてい

る国内血清銀行の管理運営を行っている。 

 

第四室 （病原診断室：事務取り扱い 岡部信彦センタ

ー長） 

他の部の所管に属さない病原体に関すると思われる原

因不明疾患の微生物学的検査、レファレンス、病原診断

のための方法の開発を行っている。全国衛生微生物協議

会の病原微生物レファレンスセンターのうち、アデノウ

イルス、ノロウイルスのレファレンスセンターを担当し

ている。 

 

第五室 （細菌研修室：伊藤健一郎室長）  

細菌性疾患の検査に関する情報の収集・解析、情報提
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供を行っている。また国内外の関連機関と連携し、公衆

衛生における細菌検査の技術向上・標準化等を支援して

いる。 公衆衛生に携わる公的機関の職員を対象に細菌検

査に関する講習の立案・遂行、新規検査法の研究などを

行っている。 

 

第六室 （ウイルス研修室：木村博一室長）  

ウイルス性疾患の検査に関する情報の収集・解析、情

報提供を行っている。国内外の関連機関と連携し、公衆

衛生におけるウイルス検査の技術向上・標準化等を支援

している。 また、公衆衛生に携わる公的機関の職員を対

象にウイルス検査に関する講習の立案・遂行、新規検査

法の開発研究なども行っている。 

 

各室の業務、研究、作業は、独立した個別のテーマも

あるが、その多くは各室のスタッフが、それぞれが重な

り合い、協力し合いながらテーマ別に集合して取り組ん

でいる。国内・国外における感染症対策調査、対策案策

定、種々の討議への参加、研修なども同様である。した

がってそれぞれの業務研究等について各室別に表すので

はなく、その内容ごとに情報センターの１年間の活動内

容を記した。詳細については以下それぞれの項目別に記

されている。 

なお、岡部センター長は以下の委員の委嘱を国より受

け、国における感染症対策検討の多くに参画している。

その背景には、情報センターにおける業務・研究の結果

があり、委員会等においてはこれらの結果に基づいた資

料などを、多く提供している。 

また同様に WHO の依頼による、専門委員等の委嘱も

うけている。 

 

- 厚生労働省健康危機管理調整会議委員 

- 厚生労働省厚生科学審議会臨時委員（感染症分科会

員、新型インフルエンザ対策ワーキンググループ委

員長） 

- 厚生労働省薬事・食品衛生審議会臨時委員（医療機

器・体外診断薬診断部会員） 

- 厚生労働省薬事・食品衛生審議会臨時委員（食中毒

部会員） 

- 厚生労働省疾病・障害認定審査会臨時委員（感染症・

予防接種審査分科会委員長） 

- 厚生労働省厚生科学審議会生活環境水道部会委員 

- 内閣府食品安全委員会専門委員（肥料・飼料等専門

調査会委員・緊急時対応専門調査会専門委員・微生

物ウイルス専門委員） 

- 農林水産省食料・農業・農村政策審議会臨時委員 

- 厚生労働省地域保健対策検討会委員（ワーキンググ

ループ委員長） 

- 医薬品医療機器総合機構専門委員 

- 厚生労働省健康局エイズ動向委員会委員 

- 日本学術会議連携委員 

- 厚生労働省厚生科学審議会臨時委員（健康危機管理

部会委員） 

 

業 績 
調査・研究 
Ⅰ．感染症発生動向調査事業に関する研究 

1.  サーベイランスシステムの改善に関する研究 

 厚生労働省新興再興感染症研究事業として「効果的な

感染症発生動向調査のための国及び県の発生動向調査の

方法論に関する研究」（主任研究者 谷口清州）を組織し、

感染症サーベイランスの在り方について研究を行い、後

述のシステムの改善事業に対して技術的支援を行った。 

［谷口清州、大日康史、菅原民枝、中島一敏、重松美加、

安井良則、多田有希、山下和予、岡部信彦］ 
 

2.  感染症発生動向調査に基づく注意報・警報システム

および全国罹患数推計に関する研究 

 全数報告疾患のうち 2 類、4 類および 5 類の一部につ

いて、1999年 4月から 2004年 12月までの報告情報の解

析を行い、日本公衆衛生学会、国際旅行医学会などで発

表し、情報の還元および今後の改善課題について検討し

た。定点報告疾患の全国罹患数の推計の求め方について

の検討および従来の検討方法の再評価、性感染症におけ

る定点設定の妥当性についての検討を行った。 

［多田有希、安井良則、重松美加、谷口清州、橋本修二

（藤田保健衛生大学）、村上義孝（国立環境研究所）、永

井正規（埼玉医科大学）］ 

 

3.  症候群サーベイランスの基礎的研究 

 症候群サーベイランスの基礎的研究として、一般用医

薬品、外来受診時の症状、救急車搬送、救急外来初診時

の症状、自衛隊駐屯地等広範な対象でその可能性を検討

した。特に外来受診時における症状のサーベイランスで

は、地方都市を中心に数カ所の医療機関の協力を得て、

地域的な感染症流行を探知するシステムを開発し、１０

月から全自動で稼働しており、その情報を保健所、県庁

にも提供し、情報の早期の共有化に貢献した。また、院

内感染の早期探知システムとしての症候群サーベイラン

スを全自動で 8月から運用し、院内感染が広がる前に発
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生阻止に貢献している。得られた成果は国内における症

候群サーベイランスへの活用に止まらず、東南アジア諸

国、あるいは中国や韓国に紹介されている。 

［大日康史、菅原民枝、重松美加、谷口清州、岡部信彦］ 

 

4.  アメリカ合衆国の院内感染サーベイランスシステム

事業への参画および研究的解析 

 昨年度 2004年度に、財団法人ヒューマンサイエンス振

興財団若手研究者育成活用事業による CDC の院内感染

対策部門へ派遣を受けて以来、本年度も引き続きアメリ

カ合衆国の院内感染サーベイランスシステムの改訂作業

に協力した。また、手術部位感染に関する同システムに

集積されたデータを用いて、日米の発生動向の相違や発

生のリスク因子に関する検討を行なった。 

［森兼啓太、Teresa Horan・Mary Andrus・Jonathan Edwards

（CDC）］ 

 

5.  麻疹発生ＤＢの構築・運用 

 茨城、千葉での麻疹流行を受けて麻疹疑い症例の登録

を行う麻疹発生 DBを構築、運用した。 

［大日康史、菅原民枝 、上野久美 、多屋馨子 、安井良

則 、西藤なるを、砂川富正 、岡部信彦］ 
 

Ⅱ．パンデミック、バイオテロ、公衆衛生対策に関する

研究 
1.  新型インフルエンザのパンデミック対策に関する研

究 

(1) 数理モデルを用いて、新型インフルエンザの被害を

予想し、公衆衛生的対応を評価、検討した。特に、首都

圏、福岡県、仙台市において世界で最も精密なモデルを

開発し、新型インフルエンザの流行拡大に関しての現実

的なイメージを地図上で表現し関係者及びマスコミを通

じて国民に提供した。 (2)世界各国の指針、行動マニュ

アルなどの情報を収集、分析、評価し、国内の実践的パ

ンデミック対策計画を確立する礎とし、厚生労働省の新

型インフルエンザ行動計画策定に対して全面的に協力し

た。 

［谷口清州、森兼啓太、中島一敏、大日康史、菅原民枝、

田中政宏、安井良則、重松美加、宮城裕人］ 
 

2.  バイオテロ対策の数理モデルの開発 

 数理モデルをバイオテロに使用される可能性のある感

染症、特に天然痘と狂犬病に関して応用し、そこでの公

衆衛生対応について事前的に評価した。またその結果を

地図上で表現し、より現実的に被害の探知、地域的な拡

散を検討した。天然痘の数理モデルは天然痘対応指針の

改訂の議論に提供した。 

［大日康史、菅原民枝、谷口清州、岡部信彦］ 

 

3.  バイオテロ対策指針の開発 

 「生物テロに使用される可能性の高い細菌・ウイルス

等による感染症の蔓延防止、予防、診断、治療に関する

研究班」主任研究者（佐多徹太郎）における臨床小班と

ともに、臨床医のためのガイドラインを策定し、ホーム

ページを開発した。 

［谷口清州、松岡静香、佐多徹太郎（感染病理部）］ 

 

4.  感染症情報の発信に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 地域健康危機管理研究事

業「健康危機管理情報の網羅的収集/評価および統合/提

供に関する調査研究」（主任研究者：緒方裕光）の一環と

して、感染症の情報発信について検討した。サーベイラ

ンスなどにより得られた感染症情報を対策につなぐため

には、正確で迅速な情報の発信は不可欠である。多くの

人がメディアを通して情報を得ていることから、メディ

ア（情報発信する人々）との適切なコミュニケーション

が必要であり、この実践を行った。これにより、メディ

アやその情報を受け取る人々が求めている情報が何かを

知ることもできた。今後もよりよい方策を検討していく。 

［岡部信彦、谷口清州、多屋馨子、多田有希、安井良則、

田村優子］ 

 

5.  バイオテロ防止におけるバイオリスク管理、教育、

訓練の方法論に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究事

業「病原微生物の取扱におけるバイオセーフティの強化

及びバイオセキュリティシステムの構築に関する研究」

（主任研究者：杉山和良）の一環として、バイオテロに

おいて利用される病原体保有施設に対する意図的破壊工

作や盗難に限らず、意図的に病原体が持ち出されること

を未然に防ぐバイオセキュリティとバイオセーフティの

融合によるリスク管理における科学的なリスク評価、実

効法制を含めた周辺環境を考慮した管理手法の導入、リ

スクコミュニケーションを含めた意識向上活動、研究活

動への支障を最小限留める日常的活動の訓練などの効果

的手法について各国の実態の情報収集と分析、翻訳、解

説などによる情報の普及、バイオセキュリティにおける

疫学情報の利用方法の提示、施設毎の自己診断ツールの

改良などを行った。また、地方衛生研究所の技術研修に

おけるバイオセキュリティ概論のプログラムの試作を行
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った。 

［重松美加、安藤秀二（ウイルス第一部）、杉山和良（バ

イオセーフティ管理室）］ 

 

Ⅲ．感染症の疫学、統計等に関する研究 

1.  インフルエンザによる超過死亡の評価 

 人口動態調査の月別全死因死亡者数のデータから、イ

ンフルエンザ流行の我が国の人口動態に与える影響を、

「感染研」モデルを用いてインフルエンザによる超過死

亡を推定し検討した。 

［大日康史、重松美加、谷口清州］ 

 

2.  インフルエンザ関連死亡迅速把握に関する研究 

16大都市から提供されるインフルエンザ関連死亡（イ

ンフルエンザ及び肺炎死亡）数を用い、「感染研モデル」

と同種の超過死亡推定モデルを適用し、各都市毎の週単

位の超過死亡を推定し、迅速な情報還元を行った。昨年

度に引き続き、データ入手後 3日以内のウェブによる還

元を実現した。 

［大日康史、重松美加、谷口清州、松岡静香、厚生労働

省健康局結核感染症課、16大都市・特別区衛生主幹部局］ 

 

3.  中小規模施設での院内感染発生時の対応に関する研

究 

 厚生労働科学特別研究事業「院内感染地域支援ネット

ワーク及び相談体制の改善・普及や、データベースおよ

びバックアップ体制の構築に関する研究（H16-医療-11）」

において、「病院感染および病院内新興感染の制御のため

のバックアップ体制に関する研究」分担研究班に参画し、

院内感染やそのアウトブレイクの発生に際し支援を行う

地域支援ネットワークや大学病院・研究機関・学会など

の役割に関する研究を行った。 

［森兼啓太、大久保憲（東京医療保健大学）、倉辻忠俊（国

立国際医療センター）］ 

 

4.  手術部位感染の疫学に関する研究 

 日本環境感染学会の学会事業である JNIS（Japanese 

Nosocomial Infections Surveillance）の一環として、院内感

染の中でも発生の影響が特に大きい手術部位感染に関し

て、医療機関で行われるサーベイランスのデータを集積

し集計を行い、各施設へのフィードバックを実施した。

さらに、手術部位感染のリスク因子に関する研究的解析

を行い、学会報告した。 

［森兼啓太、日本環境感染学会 JNIS委員会］ 

 

5.  透析施設における C型肝炎の伝播防止に関する研究 

 厚生労働科学研究班「透析施設における C型肝炎院内

感染の状況・予後・予防に関する研究」（主任研究者：東

京女子医科大学・秋葉隆教授）の分担研究者として、世

界における透析関連感染のデータベース調査や感染防止

ガイドラインの調査を行なった。その知見に基づき、日

本透析医学会などによる透析関連感染防止ガイドライン

の改訂作業に協力した。 

［森兼啓太、吉田真紀子、満田年宏（横浜市立大学）、操

華子（国際医療福祉大学）］ 

 

6.  リケッチア症サーベイランスの評価 

 新興・再興感染症研究事業「リケッチア感染症の国内

実態調査および早期診断体制の確立における早期警鐘シ

ステムの構築」（主任研究者 岸本寿男、分担研究者 岡

部信彦）により、熊本県、宮崎県の皮膚科医におけるつ

つが虫病、日本紅斑熱のサーベイランス認知度および、

2005 年における診断・届出の現状を調査し、学会発表、

および論文発表を行った。 

［松井珠乃、佐藤弘、岡部信彦］ 

 

7.  医療機関の職員における麻疹予防対策の現状調査 

 厚生労働科学研究医薬品・医療機器等レギュラトリー

サイエンス総合研究事業「ワクチンの安全性向上のため

の品質確保の方策に関する研究」（主任研究者 下田 智久 

分担研究者 岡部信彦）、および、「予防接種で予防可能

疾患の今後の感染症対策に必要な予防接種に関する研

究」（主任研究者 岡部信彦）により、熊本県の医療機関

の職員における麻疹予防対策の現状調査を行い、現場へ

注意喚起をするとともに論文発表を行った。 

［松井珠乃、中島一敏、大日康史、菅原民枝、多屋馨子、

岡部信彦］ 

 

8.  乳幼児施設におけるインフルエンザの発生動向の調

査研究について 

 乳幼児の集団生活施設における流行シーズンのインフ

ルエンザ流行状況、インフルエンザ罹患後の経過、イン

フルエンザワクチンの接種状況等を明らかにすることを

目的として、大阪府内 4 施設、愛媛県内 4 施設の合計 8

保育施設における、ワクチン接種状況に関する調査を実

施し、加えてインフルエンザの罹患・発生状況の調査を

行った。 

インフルエンザ発生の鋭敏な指標として、施設内にお

いて発熱者のサーベイランスを行うことは、できる限り

インフルエンザの発生を抑制することが望ましい、この
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ような障害児施設内でのインフルエンザの集団発生を防

止するためにも有用であると思われる。 

［安井良則、近藤弘一、岡部信彦、谷口清州］ 

 

9.  インフルエンザ脳症の発生報告について 

感染症発生動向調査に基づいた 2005/06 シーズンの国

内におけるインフルエンザの発生動向とインフルエンザ

脳症の発生報告について、感染症発生動向調査による全

国のインフルエンザ定点医療機関からのインフルエンザ

患者発生報告結果と、地方衛生研究所及び検疫所からの

インフルエンザウイルス分離報告結果、及び 2004 年 3

月から新たに 5類全数把握疾患として急性脳炎の中での

届出対象疾患となったインフルエンザ脳症の発生報告結

果を集計・解析し、その関連性と現在のインフルエンザ

脳症発生例の把握システムに関する課題について考察を

行った。 

［安井良則、多屋馨子、上野久美、岡部信彦、森島恒雄

（岡山大学大学院小児医科学）］ 

 

10.  性感染症（STD）発生動向調査の評価と解析 

 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事

業）「性感染症に関する特定感染症予防指針の推進に関す

る研究（主任研究者 小野寺昭一）」の分担研究として、

岐阜県、千葉県、兵庫県、石川県でＳＴＤの全数把握を

実施した。また、そこでの発生状況を現行の STD発生動

向調査で報告されている５疾患に関して発生動向調査と

比較し、解析した。定点の妥当性、信頼性を検討した。 

［岡部信彦、多田有希、大日康史］ 

 

11.  性感染症（STD）発生動向に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究事

業「性感染症に関する特定感染症予防指針の推進に関す

る研究」（主任研究者：小野寺昭一）の一環として、感染

症法に基づきサーベイランスが実施されている性器クラ

ミジア感染症、性器ヘルペス、尖型コンジローマ、淋菌

感染症（以上定点把握）及び梅毒（全数把握）の発生動

向を解析した。また、定点把握疾患については、地域毎

の定点数や診療科（産婦人科、産科、婦人科、泌尿器科、

皮膚科、性病科）についての検討も行い、今後の定点設

計の方法について考察を行った。 

［岡部信彦、多田有希、宮城裕人、阿保満、鈴木智之、

五十嵐正巳］ 

 

12.  感染症疫学情報の解析・評価に関する研究 

特定の感染症を患者発生情報と病原体情報の両面から

総合的解析を行った。本年度中に「病原微生物検出情報」

特集記事として掲載されたテーマは、2006年 4月号：麻

疹・風疹、5 月号：HIV/AIDS、6 月号：腸管出血性大腸

菌感染症、7月号：カンピロバクター腸炎、8月号：サル

モネラ症、9月号：Ｂ型肝炎、10月号：結核、11月号：

インフルエンザ、12月号：ジフテリア、2007年 1月号：

マラリア、2月号：マイコプラズマ肺炎、3月号：狂犬病

である。 

［山下和予、赤塚昌江、加藤信子、徳永真里子、野地元

子、木村幹男、多田有希、安井良則、岡部信彦、谷口清

州、重松美加、多屋馨子、佐藤弘、伊藤健一郎、木村博

一、井上栄、渡邊治雄（副所長、細菌第一部）、寺嶋淳・

泉谷秀昌（細菌第一部）、倉根一郎・岸本寿男（ウイルス

第一部）、脇田隆字・米山徹夫・鈴木哲朗（ウイルス第二

部）、田代真人・小田切孝人（ウイルス第三部）、荒川宜

親・新谷三春・高橋元秀・小宮貴子・佐々木次雄・見理

剛（細菌第二部）、遠藤卓郎・大前比呂志（寄生動物部）、

小林睦生（昆虫医科学部）、今岡浩一・山田章雄・井上智

（獣医科学部）、佐多徹太郎（感染病理部）、森 亨・石

井則久（ハンセン病研究センター）、山本直樹（エイズ研

究センター）、中嶋建介（国際協力室）、山本茂貴（国立

衛研）、三宅智・北島智子（企画調整主幹）、宮村達男（所

長）、吉倉廣（元所長）、金成由美子・滝本浩司・高山研・

三木朗・井上隆弘・仲庭裕司・小島三奈（厚生労働省）］ 

 

Ⅳ．予防接種ならびに予防接種で予防可能疾患における

今後の感染症対策に関する研究 

1.  水痘、帯状疱疹、ムンプスに関する研究 

(1) 水痘、帯状疱疹、ムンプス重症化例に関する疫学研

究 

 2004年 1月～2005年 12月の 2年間に、国内で水痘、

帯状疱疹、ムンプスに関連して入院あるいは死亡、水痘

ワクチン、おたふくかぜワクチンに関連して入院あるい

は死亡した患者につき全国アンケート調査を実施した。

2006年度は、上記調査結果の回収、集計、解析を行った。 

［多屋馨子、谷口無我、牧下大和、佐藤 弘、上野久美、

荒木和子、森兼啓太、吉川哲史（藤田保健衛生大学小児

科）、中野貴司（国立病院機構三重病院）、庵原俊昭（国

立病院機構三重病院）、堤 裕幸（札幌医科大学小児科）、

浅野喜造（藤田保健衛生大学小児科）、神谷 齊（国立

病院機構三重病院）、岡部信彦］ 

 

(2) 水痘ワクチンに伴う水痘-帯状疱疹ウイルスに対す

る血清抗体価陽性率の推移に関する研究 
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水痘ワクチン導入前、導入直後、近年にわけて、水痘-

帯状疱疹ウイルスに対する抗体保有率を年代別に検討し、

水痘ワクチンの日本の水痘疫学への影響について検討し

た。 

［上野久美、多屋馨子、佐藤 弘、岡部信彦］ 

 

2.  麻疹、風疹ワクチンに関する研究 

(1) 麻疹の地域流行の原因ならびに今後の対策に関する

研究 

茨城県南部、千葉県を中心として発生した麻疹の地域

流行に際して、自治体への対策支援に加えて、麻疹の流

行に関する調査研究を行った。 

［松井珠乃、阿保 満、鷲見 宏、多屋馨子、上野久美、

中島一敏、安井良則、岡部信彦］ 

 

(2) 2006年度第 2期麻疹・風疹ワクチン接種に関する全

国調査－2006年 10月 1日現在中間評価－ 

 2006年 4月 1日から、麻疹風疹混合ワクチン(以下、

MRワクチン)を用いた定期接種が可能となり、同年 6月

2日からは麻疹及び風疹ワクチンの 2回接種が定期接種

に導入、開始された。我々は、全国の市町村（特別区）

の現状を把握するために、初年度の第 2期麻疹・風疹ワ

クチン接種率に関する調査を 2006年 10月 1日現在と、

2007年 3月 31日現在の 2回にわたり、全国 1,843市町

村（特別区）を対象とした往復はがきによる質問票調査

を計画・実施した。1回目の中間評価として実施した 2006

年 10月 1日現在の第 2期麻疹・風疹ワクチン接種率では、

有効回答数 1,455 (78.9%)で、2006年 10月 1日現在の第

2期対象者における麻疹を含むワクチンの接種率は

29.4%、同様に風疹を含むワクチンの接種率は 29.9%であ

った。2006年 10月 1日現在の第 2期麻疹・風疹ワクチ

ンの接種率は全国的に非常に低く、2回接種開始初年度

の接種率は、積極的な接種勧奨を実施しなければ、低い

まま次年度を迎えることが懸念された。2007年 5月に、

2007年 3月 31日時点の今年度最終評価の実施を予定し

た。 

［上野久美、多屋馨子］ 

 

(3) 麻疹ウイルスの体外診断薬に関する標準品に関する

研究 

厚生労働科学研究費補助金医薬品・医療機器等レギュ

ラトリーサイエンス総合研究事業（竹森班）の研究協力

として、麻疹抗体検出キットの品質管理に関する研究を

行った。麻疹抗体測定において迅速で簡便なゼラチン粒

子凝集反応（PA法）及び酵素免疫法（EIA法）による成

績を比較した。その結果、両方法にほとんど差はみられ

ず、また中和抗体との相関性が認められている PA 抗体

価を基準とした場合の EIA法における測定値の評価の目

安を陽性的中率から算出した。 

［佐藤 弘、多屋馨子］ 

 

3.  小児における急性脳炎、脳症の病態、診断、治療に

関する研究 

(1) 感染症発生動向調査に基づく急性脳炎発生動向なら

びに特徴に関する研究 

2005年第１週～第 52週、2006年第 1週～第 52週に診

断された急性脳炎全数報告データを時、場所、人の要素

に関して分析し、発生動向推移や症例の特徴等を検討し

た。症例は、2005年 188例(男性 108例、女性 80例)、2006

年 159例(男性 80例、女性 79例)で、16歳未満の報告数

は 2005 年 109 例(58%)、2006 年 105 例(66%)であり、中

でも 2005年は 1歳児が 20例と最も多く、2006年は 0歳

児と 1歳児がそれぞれ 17例と同数で最多であった。2年

間で 1例の報告もない自治体もあり、特定の医療機関か

らのみの報告に偏っている可能性が否定できないことな

どから、今後、更なる全数報告の啓発と、積極的な病原

体検索の推進・支援が必要と考えられた。 

［上野久美、多田有希、安井良則、多屋馨子、岡部信彦］  
 
(2) 沖縄県における急性ウイルス性脳炎・無菌性髄膜炎

強化サーベイランス 

 2005年に引き続き、日本脳炎ウイルス感染症の積極的

な把握を目的とし、感染症法に基づく国の感染症発生動

向調査の強化と位置づけ、沖縄県全県的な急性脳炎及び

無菌性髄膜炎の強化サーベイランスを構築した。本研究

で構築されたネットワークは日本脳炎ウイルス感染症の

把握に非常に有益であり、さらにそれ以外の感染症に対

する危機管理上も有益である。今後も、改善、強化しな

がら継続する必要があると考えられた。 

［中島一敏、多屋馨子、佐藤 弘、上野久美、伊礼壬紀

夫（沖縄県福祉保健部健康増進課）、田盛広三（沖縄県

福祉保健部健康増進課）、大野 惇（沖縄県衛生環境研

究所微生物室）、只野昌之（琉球大学医学部病原微生物

分野）、岡部信彦］ 

 

4.  ワクチンの製造株の品質管理に関する研究 

 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研

究事業（加藤班）の分担研究 3年目として実施した。シ

ードロットシステム導入後の品質管理に関する臨床・疫

学的検討方法として、今年度は、血清疫学調査を用いて
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検討した。シードロットシステム導入後の臨床・疫学的

調査として、本方法を用いることにより、免疫獲得状況

を把握し、ワクチンの品質管理に用いることが可能と考

えられた。 

［上野久美、多屋馨子、佐藤弘、岡部信彦］ 

 

5.  DPTワクチン接種間隔に関する研究 

 松山市、金沢市、堺市、牛久市、西宮市医師会等との

共同で、DPTワクチン接種間隔に関する検討を行った。

3－8週間隔をすぎて接種している者の割合が多く、8週

間を過ぎると任意接種となる行政措置を実施すると、接

種率が減少する可能性が高く、検討が必要である。 

［多屋馨子、上野久美、安井良則、近藤弘一(松山市)、

越田理恵(金沢市)、藤井史敏(堺市)、本多めぐみ(牛久市)、

西本潤司(西宮市医師会)］ 

 

6.  ワクチンの需要予測 

 ワクチンの安定供給を目的として、毎年インフルエン

ザワクチンの需要予測を行っている。また、ワクチン需

給予測プログラム開発事業において MR2 回接種制度移

行に伴う麻疹あるいは風疹の単味ワクチンの定期接種の

中止の麻疹あるいは風疹の単味ワクチンの需要予測を行

い、予防接種行政に貢献した。 

［大日康史、菅原民枝、岡部信彦］ 

 

7.  ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用対効

果分析 

ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用対効果

分析を広範囲に行っている。対象は、インフルエンザ、水

痘、デング熱と多岐にわたる。インフルエンザに関しては、

高齢者における予防接種公費補助の効果および抗ウイル

ス剤の費用対効果について検討した。水痘に関しては、松

本及び大阪での流行に関して、ワクチンの有効性、ワクチ

ン不全、軽症化も含めて検討した。また、化学や環境等幅

広い費用対効果分析を行っているリスク研究会において、

医療・公衆衛生分野を代表してその研究状況、政策への応

用について報告し、そのアプローチの違いについて検討、

研究交流を行った。また、環境省の懇談会においてデング

熱に対するワクチン需要からその疾病負担を予測した。 

［大日康史、菅原民枝、岡部信彦］ 

 

8.  インフルエンザ予防接種の政策評価 

 厚生科学研究費補助金 （新興・再興感染症研究事業）

「インフルエンザをはじめとした、各種の予防接種の政

策評価に関する分析疫学研究」研究班（主任研究者：廣

田良夫）の中島一敏分担研究班の研究の一環として、以

下の調査・研究を実施した。 

 2005 年沖縄県で夏期のインフルエンザ流行が確認さ

れたのを受けて、2006年全国の夏期におけるインフルエ

ンザ流行の有無に関して、感染症発生動向調査データを

用いて検討した。全ての都道府県で 2005/06 冬期のイン

フルエンザ流行の後、14～15週まで急速に報告症例は減

少したが、その後多くの道府県において症例数の増加が

確認された。16週以降の流行株は冬期と異なり、殆どが

B 型であった。1/定点・週以上の小流行が、6 月には 17

道県で、7月には 2県で報告された。6月以降のインフル

エンザ活動が最も大きかったのは沖縄県で、続いて北海

道・北東北であった。夏期流行の原因は不明であるが、

ワクチン接種半年以降の効果が不確定であることからも、

今後の注意深い監視が必要と考える。 

［中島一敏、安井良則、廣田良夫（大阪市立大学大学院

公衆衛生学）］ 

 

9.  熱帯病･寄生虫症治療のための国内未承認薬の確保･

供給 

平成 16 年度から開始された創薬等ヒューマンサイエ

ンス総合研究事業（その後は、政策創薬総合研究事業）｢熱

帯病・寄生虫症に対する稀少疾病治療薬の輸入・保管・

治療体制の開発研究｣班 (主任研究者: 名和行文) の主要

な活動として、熱帯病や寄生虫症に対する治療薬剤で、

国内で認可されていないが必要なものを許可を得て輸入

し、全国 21ケ所の保管機関に配付し、それらの機関を通

じて薬剤入手を可能にする体制を構築し、運営してきた。

そして、これらの国内未承認薬ヘのアクセスを容易にす

ることを目的に、研究班のホームページを充実させた。

また、平成 18年度にはヒューマンサイエンス振興財団よ

り研究成果等普及啓発事業費を得て、東京大学医科学研

究所において市民公開講座「海外渡航での感染症のリス

クに備えるには？」を開催した。 

 平成 14 年度に発行した「寄生虫症薬物治療の手引き 

2003年改訂第 5版」については、その後数回にわたり小

規模な改訂を行い、研究班のホームページから PDF版で

ダウンロードできるようにしたが、平成 19年 1月には従

来の著者の大幅な見直しを行い、「寄生虫症薬物治療の手

引き 2007年改訂第 6.0版」として印刷版および PDF版

を発行した。これは、日本寄生虫学会、日本臨床寄生虫

学会、日本感染症学会の会員など、本分野に関係する人々

に広く配付した。 

［木村幹男］ 
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10.  トラベルワクチンの適切な接種方法に関する研究 

 厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究事

業「海外渡航者に対する予防接種のあり方に関する研究」

（主任研究者：尾内一信）の一環として、渡航者への適

切なワクチン接種を含めた予防啓発や診療に役立てる目

的で、感染症法の対象疾患のうち、ワクチンで予防可能

な 11疾患の国外感染例の報告状況を解析した。さらに、

国際観光振興機構が発表している国別日本人渡航者数か

ら、日本居住者の渡航地別罹患率の算出を行った。 

［岡部信彦、多田有希、上野久美、多屋馨子］ 

 

11.  トラベルワクチンで予防できる疾患の認知状況に

関する研究 

 厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究事

業「海外渡航者に対する予防接種のあり方に関する研究」

（主任研究者：尾内一信）の一環として、最近渡航を経

験した者、もしくは、渡航を予定している者を対象に、

ワクチンにより予防可能な 12 疾患の認知状況及び感染

症情報の入手方法についてアンケート調査を実施し、ワ

クチン接種を含む予防策について啓発を行うべき対象者

や方法を検討した。この結果等を踏まえ、当該研究班で

は、次年度に、予防啓発のための HP 及びパンフレット

を作成する予定である。 

［岡部信彦､多田有希、鈴木智之､菅原民枝､大日康史］ 

 

12.  海外在留邦人のワクチン接種および罹患状況に関

する調査 

 厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究事

業「海外渡航者に対する予防接種のあり方に関する研究」

（主任研究者：尾内一信）の一環として実施された、JICA

派遣者および在留邦人を対象に実施されたアンケート調

査結果の集約および解析に技術的支援を行った。 

［重松美加］ 

 

Ⅴ．病原体等の研究 

1.  エンテロウイルスの病原性に関する研究 

エコー16 株をモデルにエンテロウイルスの病原性に

関する研究を行った。最近の流行株と標準株との性状、

および遺伝子配列特に 5UTR、３UTRの違いを調べた。 

［荒木和子、多屋馨子、岡部信彦］ 

 

2.  発疹症の病因ウイルスの同定 

小児における流行性発疹症の病因ウイルスの同定を行

った。a. 保育園における流行例：発熱および発疹を主症

状とする１園児の糞便を検索した結果コクサッキーA9

のウイルスゲノムが検出された。b. 手足口病：発疹症状

が激しい患者であり、また検査センターで同定不能であ

った検体を調べた結果、コクサッキーA16 のウイルスゲ

ノムが検出された。標準株との相同性が低い株であった。 

［荒木和子、多屋馨子、岡部信彦］ 

 

3.  ポリオワクチン接種後のウイルスの排出 

初回 OPV 接種後のポリオウイルス（PV）の排出を血

清型別に real-time PCR で調べた。OPV 接種した一幼児

（1歳 6か月）の糞便を接種前日から 35日後まで採取し、

対象とした。ウイルスの排出は接種後 1日から始まり、

7-9 日をピークとし、その後急速に減少した。PV2 型が

最も優位であった。15-24 日の排出は見られず、また 25

日以降の排出は断続的であったが、排出は 35日まで続い

た。PV１，3 型は接種後 2-7 日に少量の排出があった。

調査期間中に、軽度の気道症状および発熱等があり、糞

便からアデノウイルス 2型を検出した。アデノウイルス

の排出量を real-time PCRで調べた結果、排出期間は OPV

接種後 14 日をピークとした 7-23 日であり、臨床症状と

一致していた。 

［荒木和子、多屋馨子、松野重夫、岡部信彦］ 

 

4.  C 型肝炎ウイルス（HCV）複製に関与する宿主因子

の同定と機能解析 

HCV の複製及び感染性に重要である NS3 と結合する

宿主因子を単離した。単離した宿主因子は、小胞体とゴ

ルジ体間の輸送に関与していることが既に報告されてお

り、HCVの複製に重要な機能を果たすことが示唆された。

NS3と結合する宿主因子は免疫沈降法により直接的な結

合が認められた。また、siRNA による細胞内 HCV 複製

の阻害効果が得られた。同定した宿主因子による感染性

への影響を IFH1 株を導入したヒト肝癌細胞を用いて、

Taq-manRT-PCR法および Core-ELISA法で検討した。 

［浜本いつき、村上恭子・勝二郁夫（ウイルス第二部）］ 

 

5.  ロタウイルスの中枢神経系合併症（脳髄膜炎）に関

する研究 

ロタウイルスに合併する脳炎や脳脊髄炎の病態には不

明な点が多い。今回、G1P[8]ロタウイルス胃腸炎に合併

した脳脊髄炎患者から検出したウイルスについて、病原

性に強く関与するといわれる VP4と VP7遺伝子に関す

る解析を行った。その結果、両遺伝子の特定の場所にア

ミノ酸置換が見られ、この置換が脳炎などの病態に関与

している可能性が示唆された(Scand J Infect Dis., in press)。

［木村博一、多屋馨子、谷口清州、岡部信彦、後藤珠子・
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桃井真理子（自治医科大学小児科）、大金映子（栃木県

保健環境センター）］ 

 

6.  胎便吸引症候群(Meconium Aspiration Syndrome, MAS)

と血清サイトカインに関する研究 

 胎便吸引症候群（MAS）は、重篤な肺炎・肺障害を引

き起こすことが知られているが、これらの病態には不明な

点が多い。そこで、MAS 児における血清サイトカインプ

ロファイルに関する研究を行った。その結果、TNF-α、

IL-1βのような炎症性サイトカインとある種のケモカイン

（IL-8、MIP-1β）が有意にMAS児血清で上昇しているこ

とが明らかになった（Pediatrics, in press）。 

［岡崎薫・西田朗（東京都立八王子小児病院新生児科）、

野田雅博（ウイルス第三部）、加藤政彦（群馬県衛生環境

研究所）、谷口清州、木村博一］ 

 

7.  High mobility group box-1 (HMGB-1)と新生児感染症

に関する研究 

 HMGB-1は、感染症のようなストレスに対し、種々の

免疫細胞などから産生され、炎症性サイトカインを誘導

する。そこで、新生児期における種々の感染症児の血清

中 HMGB-1に関する研究を行った。その結果、仮死児あ

るいは G群溶連菌のような細菌感染症に対し、出生児早

期に、より有意な血清中の HMGB-1の上昇が見られるこ

とが明らかになった（Nenatology, in press）。 

［岡崎薫・西田朗（東京都立八王子小児病院新生児科）、

野田雅博（ウイルス第三部）、加藤政彦（群馬県衛生環境

研究所）、木村博一］ 

 

8.  RS ウイルス（RSV）と好酸球顆粒蛋白による気道上

皮細胞障害に関する研究 

 RSV は、急性呼吸器感染症のみならず、感染喘息を引

き起こす病原として認識されている。RSV による感染喘

息は、遅延型発作の主な原因となる好酸球と密接な因果関

係があることが推察されるが、その因果関係には不明な点

が多い。そこで、RSV 感染気道上皮に対する好酸球顆粒

蛋白の細胞障害に関する研究を行った。その結果、RSV

感染気道上皮（A549 細胞）は非感染細胞に比し、有意に

好酸球顆粒蛋白による細胞障害が生じることが明らかに

なった。 

［木村博一、秋山美穂、石岡大成・加藤政彦（群馬県衛生

環境研究所）］ 

 

 

 

9.  麻疹ウイルスの分子疫学に関する研究 

 2006/07シーズンにおいて、主に関東地区を中心に比較

的大きな麻疹の流行が発生した。そこで、群馬県で検出さ

れた麻疹ウイルスの N（nucleoprotein）遺伝子に関する分

子疫学解析を行った。その結果、群馬県を含む関東地域で

検出されたほとんどの麻疹ウイルスの遺伝子型はD5型で、

非常に遺伝学的に相同性が高いことが明らかになった。 

［森田幸雄・加藤政彦・小澤邦壽（群馬県衛生環境研究所）、

野田雅博（ウイルス第三部）、多屋馨子、安井良則、岡

部信彦、木村博一］ 

 

10.  新規な方法によるウイルス等の微生物除去・殺滅法

の開発に関する研究 

 炭素繊維電極やオゾンによるインフルエンザウイルス

やネコカリシウイルス（ノロウイルスの代用ウイルス）

に関する新規かつ効果的な除去・殺滅法の開発を行った。 

［小澤邦壽・加藤政彦（群馬県衛生環境研究所）、井関

正博・鈴木大輔（三洋電機株式会社）、木村博一］ 

 

11.  カキのノロウイルス汚染と食中毒事件発生に関す

る疫学的解析 

内閣府食品安全委員会 食品健康影響評価技術研究

「生食用カキに起因するノロウイルスリスク評価に関す

る研究」（主任研究者 西尾治）により、平成 18年度に

群馬県および山口県で発生した食中毒事例について疫学

解析を行った。カキ関連事例以外の患者及び従業員から

検出された Genogroup IIの遺伝子型はすべて GII/4であ

り、人から人への感染の可能性が示唆された。 

［木村博一、西尾治、西田知子・岡本玲子（山口県環境

保健研究センター）、吉澄志摩（北海道立衛生研究所）、

森田幸雄（群馬県衛生環境研究所）、荒川美果（栃木県

保健環境センター）］ 

 

12.  輸入食肉の E 型肝炎ウイルス汚染状況調査に関す

る研究および群馬県における野生イノシシおよび肥育豚

の E型肝炎ウイルス感染状況 

厚生労働科学研究費補助金 食品の安心・安全確保推

進研究事業「輸入生鮮魚介類および動物生肉のウイルス

汚染のサーベイランスに関する研究」（主任研究者 西尾

治）により本研究を実施した。E 型肝炎ウイルス汚染に

関するサーベイランスを目的とし、輸入生肉 26 検体の

HEV 遺伝子検出を行ったところ全ての検体において検

出されなかった。また、群馬県内の野生イノシシおよび

肥育豚の HEV の浸潤状況を把握する目的で、血清中の

抗 HEVIgG 抗体検査および HEV 遺伝子検査を実施した
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ところ野生イノシシおよび肥育豚は一定頻度で HEV を

保有していることが判明した。 

［木村博一、坂野智恵子・塩野雅孝・信澤敏夫（群馬県

食肉衛生検査所）、森田幸雄・小沢邦壽（群馬県衛生環

境研究所）、壁谷英則・丸山総一（日本大学）］ 

 

13.  輸入食品のウイルス汚染状況に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 食品の安心・安全確保推

進研究事業「輸入生鮮魚介類および動物生肉のウイルス

汚染のサーベイランスに関する研究」（主任研究者 西尾

治）により、二枚貝のウイルス汚染状況を調査し、安全

性を評価するための基礎データの蓄積を目的とした。主

に中国、韓国から輸入された二枚貝などについて、ノロ

ウイルス、A型肝炎ウイルスの汚染状況を調べた。中国

産二枚貝に汚染度が高い傾向が認められた。HAVはすべ

て陰性であった。 

［西尾治、田中俊光（千葉市食品衛生検査所）、木村博一、

秋山美穂、菊池正悟（愛知医科大学公衆衛生学）］ 

 

14.  腸管病原性大腸菌（EPEC）の研究 

日本とタイで分離された 55株のEPECのマイクロコロ

ニー形成に関与する bfpA 遺伝子と自己凝集能を調べた。

タイ株で新しい遺伝子型が見つかり、1 種類増えて 6 種

類になった。タイの分離株は、標準株と同じ 2 型及び 3

型、6 型が多く、自己凝集能は非常に強かった。一方、

日本の分離株は 1型と 4型が多く、自己凝集能は一部を

除いて弱く、同じ典型的 EPECだが病原性が弱いと思わ

れた。 

［飯田真里子、伊藤健一郎、Orn-Anong Ratchtrachenchai

（タイ国保健衛生研究所）、山﨑貢（愛知県）、八柳潤（秋

田県）、成松浩志（大分県）、鈴木理恵子（神奈川県）、

倉園貴至（埼玉県）、蛭田徳昭（横須賀市）、磯部順子

（富山県）、勢戸和子（大阪府）、金子通治（山梨県）、

河野喜美子（宮崎県）、岡村登（東京医科歯科大学）］ 

 

15.  旅行者大腸菌下痢症の調査 

名古屋検疫所中部空港検疫所と共同で海外渡航者下

痢症における大腸菌下痢症について調査した。血清型と

病原因子を調べた。旅行者下痢症といわれている ETEC

の他に、凝集性付着大腸菌及び EAST1単独保有大腸菌が

多く分離された。 

［伊藤健一郎、重松美加、飯田真里子、熊谷則道・原田

誠・一戸邦彦・久世敏輝・吉澤慎悟・橋本迪子（名古屋

検疫所中部空港検疫支所）］ 

 

16.  2類感染症の発生状況とリスクファクターに関する

研究 

赤痢を中心に、コレラ、腸チフス・パラチフスについ

て、国内事例発生の際に、標準化された調査票を活用し

九州・山口県地区自治体で積極的疫学調査を行った。赤

痢患者数(2006年第 1週～第 48週）は 438例、国内発生

数 92例で大半がソンネ菌であった。九州・山口県地区の

患者数は 62 例で、国内発生は 6 件あった。そのうち 3

件で標準調査票による調査が行われた。 

上記感染症の推定原因食品を 10 年前まで遡り邦文誌

から検索した。市販の生鮮野菜 18種類、計 103検体につ

いて調査した。 

［伊藤健一郎、飯田真里子、多田有希、松崎充宏（日本

海事検定協会食中毒チーム）、九州山口地区 19自治体担

当者、岡部信彦］ 

 

サーベイランス業務 
Ⅰ．感染症発生動向調査事業の実施および情報の還元 

1.  感染症発生動向調査（患者情報）全国データの集計・

解析・還元 

平成 11年 4月施行の｢感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律｣（平成 15年 11月改正法施行、

平成 17年 4月改正法施行）に基づき、対象疾患を診断し

た医師、保健所、地方感染症情報センター（都道府県、

政令市に設置）と連携し、感染症発生動向調査を実施し

ている。 

感染症情報センターは中央感染症情報センターとして、

全数把握疾患及び週単位定点把握疾患については毎週 1

回、月単位定点把握疾患については毎月 1回、全国デー

タを集計し、各自治体に還元している。また、データの

内容の確認及び解析を行い、感染症週報（IDWR）や病

原微生物検出情報（IASR）として情報を公開するととも

に、得られた情報を地方自治体と連携して必要な感染症

対策へつないでいる。 

［木村幹男、多田有希、安井良則、佐藤 弘、中里篤、加

藤信子、大竹由里子、松岡静香、FETP研修生 7期＆8期、

松井一乃、中島一敏、大山卓昭、岡部信彦］ 

 

2.  感染症週報の作成・発行 

平成 11年 4月施行の｢感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律｣（平成 15年 11月改正法施行、

平成 17年 4月改正法施行）の主旨のもとに、感染症週報

の発行を継続しており、当感染症情報センターのホーム

ページ上に PDF版と HTML版とで掲載している。 

感染症週報には「発生動向総覧」以外に、「注目すべ
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き感染症」としてその時々で問題となる感染症を 1～2

件取り上げ、詳細な解説を行い、｢病原体情報｣として、

その時々で問題となる感染症の患者からの病原微生物検

出状況を掲載している。 

また、「速報」においては、主に地方衛生研究所から投

稿される、国内で問題となったアウトブレイクに関する

最新の記事、個々の疾患の発生動向のまとめなどを掲載

し、成田空港検疫所の協力で｢海外感染症情報｣のコーナ

ーを設けて、最新の海外感染症に関する記事を紹介し、

｢感染症の話｣においては所内外の協力を得て、感染症法

に規定された疾患、あるいはそれ以外の疾患も取り上げ

て解説を行い、「読者のコーナー」においては、外部から

の問い合わせのあった質問や投稿などを多くの読者にも

公開している。 

［岡部信彦、木村幹男、多田有希、安井良則、森兼啓太、

佐藤弘、谷口清州、多屋馨子、山下和予、赤塚昌江、徳

永真里子、石井俊也（成田空港検疫所）、大竹由里子、松

岡静香、加藤信子、中里篤、FETP研修生 7期＆8期、松

井一乃、中島一敏、大山卓昭、上野久美、田中政宏、滝

本浩司（厚生労働省結核感染症課）］ 

 

3.  病原体情報の収集と月報・年報の作成 

 病原微生物検出情報事務局において、病原体情報セン

ター業務として、オンラインによる報告票の確認、問い

合わせ、情報ファイル作成、作表、月報および年報の作

成、配布に関する一連の作業が継続的に実施された。 

(1) 情報処理：2006年 1月－2006年 12月の病原体検出

報告数は、病原菌検出報告（３A：地研・保健所）は 8,575

件、病原体個票は病原菌が地研・保健所 3,154、検疫所

2,504 件、ウイルス（リケッチア，クラミジアを含む）

が地研 17,235件、検疫所 6件、集団発生病原体票は病原

菌が地研 209件、検疫所 48件、ウイルスが地研 1,254件、

ヒト以外からの病原体検出票は病原菌が地研 338件、ウ

イルスが 11件であった。また、感染性腸炎研究会による

都市立感染症指定医療機関からの感染性腸炎患者調査

票 461件の報告を受けた。 

(2) 月報の編集：本年度中に病原微生物検出情報月報が

12号（第 27巻）および第 27巻索引が編集・発行さた。 

また、インターネットを介して毎月、病原微生物検出

情報が国内外に提供された。 

(3) 年報の編集：病原体情報に関する年報は、欧文によ

る 2002 年年報が、 Japan J. Infect. Dis., 2003 Vol.56 

Supplement として編集・発行された。 

［山下和予、赤塚昌江、加藤信子、野地元子、徳永真里

子、木村幹男、岡部信彦］ 

4.  インターネット等による病原体情報の提供 

(1) 病原体情報報告機関に対して、速報を還元するため

にWWW-WISHの個別情報システム（2006年 5月以降は

新しい NESIDの病原体検出情報システム）の還元情報速

報閲覧のページに新しいデータのアップロードを毎日

行った。 

(2) IDSCホームページの「病原微生物検出情報」のペー

ジに、オンラインで随時報告されるデータの追加・変更

を反映させた速報グラフを掲載した（2006 年 5 月以降、

新しい NESID の病原体検出情報システムで作成される

定型帳票のグラフと集計表については毎日更新）。地方

衛生研究所などからの速報記事を随時掲載した。また、

累積データに基づく統計表とグラフおよび病原体名、疾

病名から検索できる月報特集記事索引を毎月作成し更

新・掲載した。 

(3) インフルエンザシーズン中、ウイルス第三部へのイ

ンフルエンザウイルス情報の転送と、WHOの FluNet へ

の日本の週別型別分離数データのアップロードを毎週

行った。 

(4) 地方衛生研究所と検疫所の検査情報担当者メーリン

グリストを更新し、毎月の予定についての連絡、システ

ムについての連絡、ウイルス第三部から地研への 2006/07

シーズン HI 試験成績還元データアップロードの連絡、

FluNet更新のお知らせなどウイルス担当者や細菌検査担

当者への情報提供を行った。 

［山下和予、赤塚昌江、徳永真理子、野地元子、加藤信

子］ 

 
5.  インフルエンザ流行レベルマップの作成 

 感染症発生動向調査により得られた全国のインフルエ

ンザ患者発生動向を、過去の患者発生状況をもとに設け

られた基準値に基づいて解析し、保健所ごとに警報レベ

ル、注意報レベルを超えたことを情報還元するための「イ

ンフルエンザ流行レベルマップ」を作成し、毎週火曜日

に感染症情報センターのホームページ上にアップデート

した。コメント欄には、最新の患者発生状況と病原体情

報から得られたインフルエンザウイルス分離結果を合わ

せて掲載している。2006年度は 2005/2006年シーズンに

含まれる 2006年第 14週～第 30週、2006/2007年シーズ

ン中の 2006 年第 45 週～2007 年第 13 週までのインフル

エンザ流行レベルマップ作成を行った。 

［安井良則、柴田博子、木村幹男、谷口清州］ 

 
Ⅱ．感染症発生動向調査のシステムの改善 

1.  感染症発生動向調査新システムの開発支援と稼動後
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の改良 

 「感染症の患者の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律」に基づく、感染症発生動向調査は、1999

年 4 月の法制定以降、厚生労働行政総合情報システム

（WISH）上に構築され運用されていたが、システム稼

動後の法改正に未対応の部分がある等の課題があったこ

とから、再構築することとされた。新システムの方向性・

概要については、検討するため立ち上げられた「発生動

向調査システム開発事業評価委員会（委員長：谷口清州）」

により示された。新システムは、一部システムを除き、

2006年 4月に稼動開始された。新システムでは、中央デ

ータサーバーに、感染症発生動向調査（患者情報及び病

原体検出情報）にとどまらず、疑い症例支援、症候群サ

ーベイランス、感染症流行予測調査、インフルエンザ関

連死亡、インフルエンザ施設別発生状況、さらに結核登

録者情報に関する複数のシステムが統合され、一元的に

管理されている。 

2005年度にはこの新システムの開発に当たり、具体的

な技術的支援を行ったが、2006年度にはシステム稼動後

の改良について引き続き検討した。 

 

(1) 感染症発生動向調査（患者情報）システム 

患者情報では、特に迅速な判断・早期対応を可能とす

るため、従来どおりの週 1回の定時集計以外での情報把

握が可能な仕組みとし、セントラルデータベースでのデ

ータ一元管理により、保健所、地方感染症情報センター、

中央感染症情報センター等の関係機関の間で情報共有が

可能となった。しかし稼動開始後、通信速度が遅い、全

国集計に時間を要する、保健所の登録・修正を地方感染

症情報センターが迅速に把握する機能がない、届出様式

に応じた入力作業ができないものがある、取得データの

内容が不十分など改善を要する数々の問題点が浮かび上

がってきた。これらの問題点のいくつかは運用方法によ

る解決策、人的・時間的作業により補ってきているが、

システムのより一層の改善の必要性を含め、その解決方

法を検討する必要がある。今後もさらなる改良すべき点、

その解決方法を検討していく。 

［多田有希、安井良則、木村幹男、加藤信子、松岡静香、

中里篤、大竹由里子、谷口清州、神谷信行（東京都健康

安全センター）、灘岡陽子（東京都健康安全センター）、

池田一夫（東京都健康安全センター）］ 

 

(2) 病原体検出情報システム 

2006年 4月 3日から運用開始した感染症発生動向調査

等システムの中で、病原体検出情報サブシステムについ

てはプログラム開発が遅れて、2006年 5月 8日から段階

的に運用を開始し、5 月 26 日に全機能をリリースした。

そのため、前年後に引き続きユーザー試験を行ない、プ

ログラムの検証を行なった。運用開始後も引き続き、不

具合に対するプログラム修正の検証を行なっている。シ

ステム運用開始後に正式版のマニュアルとコード表を完

成させ、病原体検出情報システム利用機関に公開した。 

［山下和予、赤塚昌江、徳永真里子、野地元子］ 

 

(3) 感染症流行予測調査システム 

感染症流行予測調査システム開発の一部（データ移行）

が平成 18年 7月稼働となり、その検証および確認を行っ

た。また、本稼働以降の当該システム障害の原因調査、

対応策の検討、および修正を行った。 

［北本理恵、佐藤弘、多屋馨子］ 

 

Ⅲ．感染症発生動向調査事業に関する業務 

1.  各種疾患別情報および新着情報などのインターネッ

トホームページへの掲載、更新、維持 

 感染症発生動向調査の各種集計および解析結果、時系

列グラフ、地図グラフをホームページ上に掲載し、定期

的に更新、維持管理を行った。各種疾患別情報および新

着情報、およびインフルエンザ様疾患発生報告のページ

についても内容を検討し、HTMLファイル等の作成、維

持管理を行った。 

［大竹由里子、松岡静香、安井良則、重松美加、森兼啓

太、田中政宏、多田有希、木村幹男、加藤信子］ 

 

2.  海外感染症情報の収集と評価 

WER (WHO)、MMWR (米国 CDC)、Eurosurveillance 

Weekly (EU)、CDR Weekly (英国)、SCIEH Weekly Report 

(スコットランド)、CDI(豪州)、Lancet、N. Engl. J. Med.、 

J. Infect. Dis.、Clin. Infect. Dis.、 J. Travel Med.などや、電

子メールでの ProMED、Outbreak Verification List (WHO、

参加機関のみ) や TravelMed (国際旅行医学会、会員のみ)、

あるいは、その他種々のウエブページ上での感染症情報

を収集･評価し、必要な情報を関係機関に提供した。 

［岡部信彦、木村幹男、多田有希、安井良則、FETP 研

修生 7 期＆8 期、菅原民枝、浜本いつき、森兼啓太、大

山卓昭、中島一敏、松井一乃、上野久美、大日康史、谷

口清州、多屋馨子、田中政宏、重松美加］ 

 

3.  感染症流行時の情報発信 

 感染症情報センターのホームページ上にはフォーカス

のコーナーがあり、話題となる感染症や大きく流行して
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国民に大きな影響を及ぼす可能性のある感染症について

の情報提供を行っている。2006年度にはノロウイルスの

大規模な流行がみられたことから、流行期間中にフォー

カスのコーナーに新たにノロウイルスのコーナーを立ち

上げ、ノロウイルスへの対応・予防、感染経路に関する

文書を作成して掲載すると共に、期間中に毎週感染症週

報に掲載されていた注目すべき感染症「感染性胃腸炎」

や病原微生物情報誌のノロウイルス感染に関する速報や

ウイルス検出状況等の情報を適宜更新しつつ掲載し、広

くノロウイルスに関する最新情報の提供を行った。 

［安井良則、森兼啓太、多田有希、山下和予、松岡静香、

大竹由里子、木村幹男、岡部信彦］ 

 

Ⅳ．感染症流行予測調査事業に関する業務 

1.  感染症流行予測調査報告書の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課及び感染研関係各部と

共同で、平成 17年度（2005年度）報告書を作成した。 

［多屋馨子、佐藤弘、上野久美、北本理恵、谷口無我、

牧下大和、荒木和子、浜本いつき、岡部信彦］ 

 

2.  感染症流行予測調査結果速報の発信 

平成 18年度感染症流行予測調査のうち、A）インフル

エンザ HI 抗体保有状況を 2006 年 11 月 30 日から 2007

年 2 月 13 日まで計 4 回、B）ブタの日本脳炎 HI 抗体保

有状況を 2006年 6月 19日から 11月 25日まで計 18回速

報としてホームページ上に公開した。C)麻疹、風疹、MMR

ワクチンの年齢別接種率をホームページ上に公開した。 

［佐藤弘、多屋馨子、北本理恵、上野久美、荒木和子、

岡部信彦］ 

 

3.  感染症流行予測調査実施要領の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課と共同で、平成 18年度

版を作成した。 

［多屋馨子、佐藤弘、谷口無我、牧下大和、上野久美、

北本理恵、荒木和子、岡部信彦］ 

 

4.  感染症流行予測調査システムの運用 

平成18年4月稼働した感染症流行予測調査システムの

各自治体におけるデータ入力のサポート、およびトラブ

ルに対する調査、対応をおこなった。 

また、集計を迅速におこない、一部をホームページに

公開した。 

［北本理恵、佐藤弘、多屋馨子、岡部信彦］ 

 

 

5.  事務局業務 

厚生労働省健康局結核感染症課、都道府県、都道府県

衛生研究所、感染研関係各部との密接かつ円滑な連携を

保つための業務を行った。 

［多屋馨子、佐藤 弘、上野久美、北本理恵、荒木和子、

岡部信彦］ 

 

Ⅴ．サーベイランス事業の支援 

1.  院内感染対策サーベイランス事業の支援 

厚生労働省事業として行われている「院内感染対策サー

ベイランス」を支援する、厚生労働科学研究費補助金「薬

剤耐性菌の発生動向のネットワークに関する研究」（主任

研究者：細菌第 2部・荒川宜親部長）の分担研究班：「院

内感染サーベイランスにおける解析結果の還元・提供に

関する研究」および同分担研究班：「手術部位感染症にお

ける効果的な感染症発生動向の把握と感染症リスク因子

解析に関する研究」に対して横断的に担当し、解析結果

のフィードバックに関するアンケート調査や、入力支

援・データ提出・解析・フィードバックの流れを一元的

に管理できるソフトウエアの開発に参画した。 

［森兼啓太、谷口清州、岡部信彦、荒川宜親（細菌第二

部）、小西敏郎・針原 康（NTT東日本関東病院）、徳本

史郎（クレヴァシステムズフィンガルリンク株式会社）、

片岡 穣・溝口達也（厚生労働省医政局指導課）］ 

 

2.  国内院内感染症集団発生事例に対する調査支援 

急性 C型肝炎集団発生事例（北海道札幌市） 

［森兼啓太、安井良則、FETP、谷口清州、岡部信彦］ 

 

3.  国際的な感染症対策の枠組みに係わる技術支援 

 中国 CDC が主催する北京オリンピックにおける症候

群サーベイランスの実施に関する国際会議に参加した。 

［岡部信彦、大日康史］ 

 

Ⅵ．感染症情報の収集、評価及び予防対策の策定 

1.  国際的な感染症対策の枠組みに係わる技術支援 

 世界保健機関により行われている国際保健規則（IHR）

の改正に関連して、その条文を技術的に検討し、また作

業部会において IHR2005 における core capacity 

requirementについての議論を行った。またバイオテロ対

策やパンデミック対策において、G7+メキシコの GHSAG

の会議に参加し、技術的な支援を行った。また政府間調

整会議で議論を行った。ASEAN+3 における新興感染症

プロジェクト、あるいは GHSAG のリスクコミュニケー

ション会議に参加し、国際的な対応計画の策定に協力し
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た。 

［中島一敏、大日康史、田中政宏、安井良則、谷口清州］ 
 

2.  スリランカ感染症対策プロジェクト 

 スリランカにおける効果的な感染症対策に関わるプロ

ジェクトに協力し、現地調査を行った。 

［谷口清州、玉城英彦（北海道大学）］ 

 

3.  生物学的製剤に起因する感染症に関する安全性関連

情報収集業務 

 移植片、輸血、タンパク製剤など生物由来の医療関連

材料によると考えられる感染症を、早期に把握し、情報

提供することにより、健康被害の拡大を防ぐことを目的

とした情報収集と、そのためのシステム構築し、実施に

向けた最終調整を行った。昨年度に引き続き、2000年以

降の海外の文献情報を遡り検索し、関連情報をデータベ

ース化した。2005 年 9 月以降は、報道機関ニュースと、

各国および国際的機関の公式情報を毎日、国内外の文献

情報を定期的に収集し、生物学的製剤に関連を検討評価

し、データベースに蓄積した上で、事務局として、生物

学的製剤由来感染症評価検討委員会へ提出し、その調査、

対応の緊急性を評価し、感染症研究所として科学的見知

からコメントし、関係諸機関へ報告した。また、情報検

索および蓄積・検索データベースのシステム開発に関与

し、試験稼働を開始するとともに、よりよい検出アルゴ

リズム開発のための検討を行った。 

［谷口清州、重松美加、多屋馨子、佐藤弘、柴田博子、

岡部信彦］ 

 

4.  動物園・水族館の感染症ハンドブック作成 

動物園水族館協会と共に動物由来感染症対策の一環と

して感染症ハンドブックを作成し、ホームページでの公

開を行った(http://jdbv3.jazga.or.jp/siryo/kansen_p.pdf)。 

［新井 智、福本幸夫(広島市安佐動物公園)、香山薫(伊

豆三津シーパラダイス)、坂東元(旭川市旭山動物園)、高

橋雅之(大阪市天王寺動植物公園事務所)、中村彰(名古屋

市東山動物園)、高田真理子(海の中道海浜公園動物の森)、

大阪豊(横浜市立野毛山動物園)、寺沢文男(新江ノ島水族

館)、長谷川一宏(鳥羽水族館)、成島悦雄(多摩動物公園)］ 

 

5.  鳥インフルエンザの世界的流行汎アジア的発生に対

する情報収集とヒト流行への予防的対策 

 2003 年末からアジアで発生している鳥インフルエン

ザ（H5N1）の、ヒト感染が確認されたベトナムにおける

疫学情報や実験室診断に関する情報収集を行い、現地担

当者と情報交換を実施し、感染拡大防止の対策などの情

報提供、技術支援を行った。WHO、OIE（国際獣疫事務

局）や各国衛生主管部局より発信された情報を整理し、

随時日本語に翻訳（約 150文書）して情報センターのホ

ームページに迅速に掲出し、国民の情報ニーズに対応す

るとともに、定期的なメディア・ブリーフィングの実施

など、リスクコミュニケーションの向上を図った。並行

して、日本で鳥インフルエンザからのヒトでのパンデミ

ック発生に備えた対応計画の策定のための情報収集と、

既存の各国の計画の評価を行った。 

［森兼啓太、田中政宏、大日康史、重松美加、砂川富正、

中島一敏、大山卓昭、FETP7 期＆8 期、松岡静香、大竹

由里子、谷口清州、岡部信彦］ 

 

6.  インフルエンザ流行期におけるインフルエンザ総合

対策（強化サーベイランス、電話、メール問いあわせお

よびウェブ情報の提供） 

 インフルエンザのＱ＆Ａを更新し、医療従事者以外の

要望の強い情報も提供した。インフルエンザホットライ

ン業務を12月から3月までの平日日中時間帯に実施した。 

［岡部信彦、谷口清州、多屋馨子、重松美加、森兼啓太、

田中政宏、大日康史、松岡静香、木村幹男、多田有希、

安井良則、大山卓昭、中島一敏、柴田博子、FETP 研修

生 7期＆8期］ 

 

国際協力関係業務 
Ⅰ．国際的調査協力及び支援 

１.  カンボジアにおけるワクチン由来ポリオ症例発生

に対する Supplementary Immunization Activity への参加

2006．5. 18. -25. 

［上野久美］ 

 

２.  Botulism antitoxin supply to Korea from Japan 2006．

9. 21. – 23. 

［上野久美］ 

 

Ⅱ．国際研修 

海外からの来所者への感染症情報センターの活動およ

び感染症対策に関する情報提供と広報 

国立国際医療センター海外研修生、JICA留学生、各国

保健医療および政府関係者などの来所時に、感染症情報

センターの活動、国内感染症の発生動向、国内および国

際連携による感染症対策の現状、予防接種、SARS を含

む国際感染症対策、パンデミック対策などについての研

修、病原体情報の説明、情報提供、広報業務をおこなっ
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た。 

［岡部信彦、谷口清州、大日康史、重松美加、森兼啓太、

田中政宏、大山卓昭、中島一敏、木村幹男、山下和予、

多田有希、多屋馨子］ 

 

研修業務 
Ⅰ．感染症危機管理およびそれに関わる人材養成（実地

疫学専門家養成プログラム）に関する業務 

1.  全般実施状況 

FETPの実施は 8年目となり、平成 18年 4月、8期生

3 名（五十嵐正巳、高橋亮太、徳田浩一）を迎えた。平

成 19年 3月には 7期生 3名（阿保満、鈴木智之、鷲見宏）

が研修終了した。また平成 13年度から継続して Dr. John 

Kobayashi（Washington University, 米国）に長期コンサ

ルタントを継続依頼し、感染症疫学研究、地方自治体と

の積極的疫学調査などが充実した。 

 

2.  感染症集団発生事例に対する実地疫学調査協力 

平成 18 年度において、実地疫学専門家養成プログラム

（FETP）は、以下の感染症集団発生事例に対して、地方

自治体からの要請を受けて、調査協力を行った。 

- 施設内麻疹集団発生事例（茨城県取手市） 

- 施設内 MDRP集団発生事例（埼玉県入間郡） 

- 施設内麻疹集団発生事例（東京都西東京市） 

- 施設内 VRE集団発生事例（埼玉県入間郡） 

 

3.  研修活動 

FETP のトレーニングの一環として、初期導入研修前

期（John Kobayashi；4 月）、初期導入研修後期（John 

Kobayashi, Wanna Hanshaoworakul；7-8月）とともに、性

感染症予防対策（Kathleen Irwin；9-10 月）、感染症対策

の国際的なネットワーク（Arnabd Bejtullahu；10月）、イ

ンフルエンザ・パンデミック対策（Tim Uyeki；2 月）、

院内感染の理論と実際（Mike Bell；3月）に関するセミ

ナーを開催した。 

 

4.  教育研修経験 

教育経験のための研修として、全国感染症危機管理研

修会での講義、地方自治体の感染症危機管理研修会（秋

田県、茨城県、埼玉県、東京都、愛知県豊田市、熊本県）

での講義・討論をおこなった。 

 

5.  感染症疫学研究 

平成18年度に研修終了した 7期生が以下の長期プロジ

ェクト研究発表をおこなった。 

同時に論文作成し、国立保健医療科学院健康危機管理

分野特別論文として提出して、公衆衛生学修士（MPH）

を取得した。 

「東京都『症候群別サーベイランスシステム』の初期評

価」阿保満 

「バンコマイシン耐性腸球菌感染症の集団発生時におけ

るスクリーニング検査の実施モデル」鈴木智之 

「麻しんサーベイランスの届出方式・届出基準の検討―

集団発生事例調査のデータに基づいて－」鷲見宏 

 

6.  感染症サーベイランス活動 

毎週ごとに収集されるサーベイランス報告対象疾患の

情報を監視・解析し、必要に応じて地方自治体とともに

公衆衛生的介入を実施した。 

腸管出血性大腸菌感染症サーベイランスに対する情報交

換・還元 

レジオネラ症の発生動向 

HIV/AIDS発生動向に基づいた提言 

ウイルス性肝炎（特に A型および E型）の集積について

の注意喚起と提言 

麻疹症例増加に対する予防接種推奨、等 

 

7.  感染症情報の還元 

感染症サーベイランス、感染症集団発生事例に対する

実地疫学調査協力などで得られた情報を病原体検出情報

（月報）、感染症週報などを通じて一般住民、公衆衛生従

事者などに還元した。また、インフルエンザ流行時期（10

月～3 月）には、一般住民からのインフルエンザに関す

る問い合わせ、公衆衛生・医療関係者からの予防接種対

象疾患（麻疹など）、鳥インフルエンザ等に関する問い合

わせに対応した。 

［岡部信彦、FETP7期＆8期、感染症情報センター一同］ 

 

Ⅱ．感染症危機管理研修会 

感染症情報センターが事務局を務め、平成 9年度より

定期的に実施している感染症危機管理研修会を 9 月 28

日、29日に開催した。2006年度の事務局は、多屋馨子、

佐藤弘、上野久美、山野井茂利が担当した。研修内容と

して、「国の健康危機管理体制について」「感染症法・予

防接種法改正について」「地域保健対策について」「国際

保健規則（IHR）改正について」「茨城県竜ヶ崎市保健所

管内における麻しん流行への対応」「沖縄県麻疹発生全数

把握事業について－沖縄県及び保健所の取り組み－」「疑

い症例調査支援システム・症候群サーベイランス」「知的

障害者福祉施設における腸管出血性大腸菌 O157 感染症
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集団発生事例対応」「埼玉県のＯ157等感染症に係る疫学

的原因究明事業とその実績」「感染症法における動物由来

感染症」「新型インフルエンザの世界的動向」「インフル

エンザ（H5N1）・医療機関の対応」「インフルエンザ

（H5N1）積極的疫学調査ガイドラインについて」、感染

症集団発生時の疫学調査に関するケーススタディ演習等

を行った。全国の感染症担当部局、保健所、衛生研究所

から百数十名の受講者があった。 

［感染症情報センター一同］ 

 

Ⅲ．国立保健医療科学院による研修 

1.  新興再興感染症技術研修 

国立保健医療科学院による特定課程新興再興感染症技

術研修を、平成 18年 11月 6日から 11月 28日まで感染

症研究所村山庁舎で行った。地方衛生研究所あるいは保

健所において細菌検査業務に従事する中級者を対象とし

て、細菌学の体系的な理解と新しい知識及び技術の習得

を目的としている。保健所 3名・地方衛生研究所 13名・

食肉検査所 2名の合計 18名であった。本研修は感染症情

報センターを初めとして、感染研関連各部室、名古屋検

疫所、東京都安全健康研究センター、神奈川県衛生研究

所、海事検定協会の協力を得て遂行された。 

［伊藤健一郎、木村博一、飯田真里子］ 

 

2.  特別課程ウイルスコース 

本研修は、平成 18年 9月 5日から 10月 6日まで、国

立保健医療科学院及び感染症研究所村山庁舎・戸山庁舎

で行った。本研修は、保健所あるいは地方衛生研究所に

おいてウイルス検査業務を担当する職員を対象としてい

る。本研修の主な目的は、ウイルス学の体系的な理解と

現状に対応した新しい知識及び技術の習得である。今年

度は地方衛生研究所の専門職員 23名が受講した。本研修

は、感染症情報センターをはじめ、感染研各専門部・室、

各地方衛生研究所の支援・協力を得て行われた。 

［木村博一、伊藤健一郎、飯田真里子、秋山美穂］ 

 

3.  健康危機管理保健所長等研修会 

第 2回および第 4回健康危機管理保健所長等研修会に

おいて、SARS、鳥インフルエンザ、ウエストナイル熱お

よび脳炎など、新興・再興感染症の動向を中心とした感

染症の現状と対策、対応について講義を行った。 

［重松美加］ 

 

Ⅳ．その他の研修の実施 

1.  希少感染症診断技術向上事業に関する業務 

平成 18 年度は対象疾患として、チクングニヤ、E 型肝

炎、日本紅斑熱、多剤耐性緑膿菌、ジフテリア、マラリア、

結核、インフルエンザ、狂犬病の検査法・ワクチン、感染

症法改正後の病原体管理が取り上げられた。研修会は平成

19年 2月、当感染研で 2日間開催され、76地研、約 105

名が参加した。それぞれの疾患は獣医科学部、ウイルス第

一部、ウイルス第二部、細菌第二部、ウイルス第三部、寄

生動物部、感染症情報センター、ハンセン病センター等の

協力により行われた。 

［上野久美、多屋馨子、岡部信彦、倉根一郎（ウイルス第

一部）］ 

 

2.  インフルエンザ研修 

厚生労働省血液対策課主催都道府県インフルエンザワ

クチン担当者会議において、インフルエンザの疫学的動

向について、研修を実施した。 

［多屋馨子］ 

 

3.  ＮＢＣ災害・テロ対策研修 

厚生労働科研「テロに対する医療体制の充実および評

価に関する研究」（分担研究者 岡部信彦）により、DMAT

研修を終了した医療機関職員に対するバイオテロ対策の

研修マテリアルを作成し、研修会の講師をつとめた。 

「松井珠乃、中島一敏、岡部信彦」 

 

その他 
Ⅰ．情報提供及び広報活動 

1.  電話、メールによる問い合わせ業務 

 予防接種、人獣共通感染症、SARS、インフルエンザ、

鳥インフルエンザ 、風疹、麻疹、ポリオ、下痢症ウイ

ルス等、その他感染症に関する電話、メールによる問い

合わせに対応した。一般からの電話相談が最も多く、特

に、メディアで報道された場合、電話問い合わせが殺到

した。医療従事者、自治体、保健所、メディア等を含め

て、年間の問い合わせ件数は、研究者 1人あたり、電話

約 500-1000件、メール約 50-100件である。 

［岡部信彦、谷口清州、重松美加、森兼啓太、田中政宏、

木村幹男、多田有希、安井良則、多屋馨子、佐藤 弘、

上野久美、稲田敏樹、伊藤健一郎、木村博一］ 
 
2.  来所者への感染症情報センターの活動および感染症

対策に関する情報提供と広報 

 国内生徒、学生の修学旅行や社会見学、などの来所時

に、感染症情報センターの活動、国内感染症の発生動向、

国内および国際連携による感染症対策の現状、SARS を
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含む国際感染症対策、パンデミック対策などについての

情報提供、広報業務をおこなった。 

［岡部信彦、谷口清州、重松美加、森兼啓太、田中政宏、

砂川富正、中島一敏、木村幹男、多田有希、多屋馨子］ 

 

3.  メディアへの対応 

 メデイアからの問い合わせに対しては、通常は情報セ

ンター内に於いて問い合わせ内容別に担当者を決め、取

材等に依頼に応じている。 

 平成 15年 SARS対応時には、メデイアからの取材依頼

殺到に応じるため、１週間に１回定例として SARSに関

し、行政発表とは異なった科学的視点からの解説、状況

説明を行った。これをきっかけにメデイア希望者に対し

て毎月１回、情報センター・メデイア感染症情報交換会

として、感染症情報の提供、解説、意見交換を行ってい

る。話題として、病原体検出情報(IASR)の特集を取り上

げるほか、その都度のトピックスを取り上げている。ま

た緊急的に伝え他た方がよいと考えられた時（例：ウエ

ストナイル熱本邦初発症例）には、臨時に開催し、コメ

ントを出すようにしている。感染研としての公式発表と

いうことではなく、あくまで情報センターからの科学的

情報提供、としている。情報提供は主に感染症情報セン

ター長および適時情報センタースタッフとしているが、

IASR 特集のように感染研内部の担当専門者に依頼する

こともある。本会の登録者は 100人程度となっており、

Risk communinicationの一手段として、メデイア側の協力

も得て継続、実施している。 

［岡部信彦、感染症情報センター一同］ 

 

Ⅱ．血清銀行に関する業務 

1.  血清の保管 

感染症流行予測調査事業のため各都道府県において収

集し用いた後の余剰血清のうち、国内血清銀行での保管

の承諾が得られた血清を受け入れ、保管した。平成 18

年度に受け入れた血清は、計 3,952本であった。 

［荒木和子、佐藤 弘、谷口無我、上野久美、多屋馨子、

岡部信彦］ 

 

2.  研究目的での血清の払い出し 

使用申請があった 2 研究に対して計 1,060 本の分与を

行った。 

［荒木和子、谷口無我、浜本いつき、佐藤 弘、上野久

美、多屋馨子、岡部信彦］ 

3.  その他 

職員血清の保管 

平成 18年職員血清、計 481本を受け入れ保管した。 

［佐藤 弘、谷口無我、荒木和子、多屋馨子、岡部信彦］ 

 

4.  保管血清の管理 

［荒木和子、佐藤 弘、谷口無我、上野久美、浜本いつ

き、多屋馨子、岡部信彦］ 

 

Ⅲ．予防接種に関する業務 

1.  予防接種情報公開に関する業務 

(1) 感染症情報センターHP 内に日本の予防接種スケジュ

ール 2006を公開した。 

(2) 感染症情報センターHP 予防接種のページを更新した。 

［多屋馨子、松岡静香、佐藤 弘、上野久美、岡部信彦］ 

 

2.  日本ワクチン学会に関する業務 

ニュースレター事務局業務を行った。著者への連絡、原

稿収集、ワクチン関連トピックスを担当し、その原稿を作

成した。 

［岡部信彦、多屋馨子］ 

 

Ⅳ．レファレンス業務 

 アデノウイルスレファレンスセンターとして全国の衛

生研究所にたいして、アデノウイルスの分離状況や分離

に使用した細胞などのアンケート調査を実施し 52 の衛

生研究所から回答を得た。その集計を回答していただい

た衛生研究所にメールで報告した。 

今年度から発足したノロウイルスレファレンスセンタ

ーでは 2006～2007 年の冬季に大流行したノロウイルス

の遺伝子型の調査のため、全国の衛生研究所から PCR産

物の提供を得て民間の会社に遺伝子解析を依託して調査

を実施した。全国 64衛生研究所の協力を得て約 850検体

の解析を行った。 

［岡部信彦、松野重夫、荒木和子、渡辺裕子］ 

 

Ⅴ．公的機関の委員 

新型インフルエンザ専門家会議委員 

［岡部信彦、森兼啓太、谷口清州、田中政宏、多屋馨子、

安井良則、中島一敏、大日康史、上野久美］ 

ワクチンビジョン委員会 

［岡部信彦、大日康史］ 

厚生労働省 予防接種健康被害認定部会/分科会  

［岡部信彦（委員長）、多屋馨子（委員）］ 

厚生労働省 予防接種後副反応・健康状況調査検討会委員 

［岡部信彦、多屋馨子］ 

厚生労働省 薬事・食品衛生審議会 
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［多屋馨子（専門委員）］ 

独立行政法人医薬品医療機器総合機構専門委員 

［多屋馨子］ 

 
Ⅵ．学校（大学、大学院等）における教育への参加 

以下の教育機関より、非常勤講師、客員教授などの委

嘱（併任、兼任）を受け、医学教育等への参加を積極的

に行っている。 

 

岡部信彦 

- 東京慈恵会医科大学客員教授（小児科講座） 

- 首都大学東京客員教授（大学院・国際保健学） 

- 東京大学非常勤講師（大学院医学系研究科・国際保

健学） 

- 名古屋大学非常勤講師（医学部感染症科） 

- 国立看護大学非常勤講師（感染症学） 

- 大阪市立大学非常勤講師（大学院医学研究科・医学

部 、公衆衛生学） 

- 共立薬科大学大学院非常勤講師（感染症学） 

- 京都大学医学部非常勤講師（感染病学） 

- 京都大学大学院医学研究科非常勤講師（国際保健学） 

- 東北大学医学部非常勤講師（感染症制御学） 

- お茶の水女子大非常勤講師（化学・生物総合管理の

再教育講座） 

谷口清州 

- 北海道大学大学院医学研究科非常勤講師（感染症学） 

木村幹男  

- 岡山大学大学院（薬学系）(日本における感染症サ 

ーベイランス) 

多屋馨子 

- 東京慈恵会医科大学医学部非常勤講師（微生物学講

座第一（臨床基礎医学ウイルスと感染（ワクチンの

基礎と応用） 

- お茶の水女子大非常勤講師（化学・生物総合管理の

再教育講座） 

木村博一 

- 群馬大学医学部講師（感染症学・ウイルス学） 

安井良則 

- 大阪市立大学医学部非常勤講師（臨床検査医学（院

内感染）） 

大山卓昭 

- 京都大学大学院社会医学系非常勤講師（環境科学『フ

ィールド・エピデミオロジー』） 

- お茶の水女子大非常勤講師（化学・生物総合管理の

再教育講座） 

中島一敏 

- 大分大学医学部非常勤講師（微生物学講義） 

大日康史 

- 大阪大学医学部非常勤講師（医療経済学） 

- 呉大学看護学部非常勤講師（医療経済学） 

- 大阪市立大学大学院医科学研究科非常勤講師（医療

経済学） 

- 岐阜大学大学院医学研究科非常勤講師（医療経済学） 

森兼啓太 

- 国立看護大学校非常勤講師（感染管理学） 

- 神奈川県立保健福祉大学非常勤講師（感染管理学） 

- 日本赤十字看護大学非常勤講師（感染管理学） 

- 北海道医療大学非常勤講師（感染管理学） 

- 滋賀県立大学非常勤講師（感染管理学） 

松井珠乃 

- 東京大学大学院医学系研究科非常勤講師（公衆衛生

学） 

東京慈恵会医科大学医学部 4 年生、6 年生の学外実習

機関として学生教育実施 

その他、医学部およびその他の医育機関の学生より見

学研修の依頼を受け、実施している 

 

Ⅶ．検査実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 行政 研究 合計

ウイルス分離同定 0 4 4 

核酸・抗原検出 0 37 37 

血 清 反 応 5 0 5 

合 計 5 41 46 
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Ⅷ．研究員・研究生 

氏  名  身  分  期  間  出  身  

中村明子  

金沢 保  

加藤 茂孝  

押谷 仁  

西尾 治  

John M. kobayashi 

 

菅原民枝  

浜本いつき  

〃  

 

阿保 満 （FETP） 

鷲見 宏 （FETP） 

鈴木智之 （FETP） 

五十嵐正巳（FETP） 

高橋亮太 （FETP） 

徳田浩一 （FETP） 

 

中瀬克巳  

加來浩器  

田中 毅  

浦島充佳  

松永泰子  

藤井達也  

逸見佳美  

島田 靖  

吉田英樹  

森 伸生  

齋藤章暢  

上野正浩  

増田和貴  

三村敬司  

山口 亮  

森山和郎  

鈴木葉子  

松舘宏樹  

森下高行  

松崎充宏  

宗村徹也  

飯田真里子  

太田正樹  

神垣太郎  

客員研究員  

客員研究員  

客員研究員  

客員研究員  

客員研究員  

客員研究員  

 

流動研究員  

協力研究員  

流動研究員  

 

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

 

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H18. 9.30 

H18.10. 1- H19. 3.31 

 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

東京大学  

産業医科大学  

米国疾病対策予防センター  

東北大学大学院  

元職員  

ワシントン保健局  

 

ヒューマンサイエンス新興財団  

大阪大学微生物病研究所  

ヒューマンサイエンス新興財団  

 

東京都福祉保健局  

兵庫県西播磨県民局山崎健康福祉事務所  

産業医科大学  

自衛隊舞鶴病院  

陸上自衛隊  

鹿児島県立薩南病院  

 

岡山市保健所  

東北大学大学院  

福岡検疫所  

東京慈恵会医科大学  

元職員  

三宿病院・自衛隊中央病院  

自衛隊中央病院  

日本医科大学  

大阪市保健所  

関西医科大学  

埼玉県衛生研究所  

慈恵医科大学大学院  

東京都健康局  

陸上自衛隊衛生学校  

北海道庁石狩保健福祉事務所  

大阪府健康づくり感染症課  

東京女子医科大学東医療センター  

岩手県環境保健研究センター  

愛知県食品衛生検査所  

(社 )日本海事検定協会  

横浜市食肉衛生検査所  

東京医科歯科大学大学院  

結核研究所  

東北大学大学院  
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小林幹子  

登坂直規  

田中幸江  

愛木智香子  

小林康人  

加藤由実  

Yafen Cheng 

宮城裕人  

隈下祐一  

野澤康平  

鈴木大輔  

別所健太郎  

井内田科子  

渡辺裕子  

岡崎 薫  

神谷 元  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

協力研究員  

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 4. 1- H19. 3.31 

H18. 7. 1- H19. 3.31 

H18. 7. 1- H19. 3.31 

H18. 8. 1- H18. 8.21 

H18. 9. 1- H19. 3.31 

H18. 9. 1- H19. 3.31 

H18.10. 1- H19. 3.31 

H18.10. 1- H19. 3.31 

H18.11.20-H19. 3.31 

H18.12. 1- H19. 3.31 

H18.12. 1- H19. 3.31 

H18.12. 1- H19. 3.31 

H19. 3. 1- H19. 3.31 

東北大学大学院  

東京医科歯科大学  

元職員  

(財 )日本冷凍食品検査協会  

東京サラヤ (株 ) 

東京サラヤ (株 ) 

台湾 CDC 

聖マリア病院  

サラヤ (株 ) 

三洋電機 (株 ) 

三洋電機 (株 ) 

(財 )日本冷凍食品検査協会  

内閣府大臣官房国際課  

 

東京都立八王子小児病院  
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